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 主にA型からE型まで存在する肝炎ウイルスのうち、B型およびC型肝炎ウイルス(HBV, 

HCV)は慢性感染により肝硬変・肝がん発症リスクを高めるヒト腫瘍ウイルスです。培養

系確立を期に慢性 C型肝炎に対する治療薬開発は近年飛躍的に進み、その治療成績は大

幅に改善されました。一方慢性 B型肝炎にはペグインターフェロンや核酸アナログでウ

イルス量減少及び肝炎沈静化が達成されるものの、ウイルスを完全排除することは極め

て困難であり、新たな系統の抗 HBV 剤が強く望まれています。 

 私たちの研究グループは肝炎ウイルス感染複製を再現する培養系の開発に始まり、抗

ウイルス剤の探索およびその作用機序の解析を通じて、ウイルス生活環の分子基盤の解

明および肝疾患の制御を目指した研究を展開しています。本講義ではこれまで私たちの

グループがおこなってきた研究を紹介し、アカデミアからの創薬研究の一例を紹介しま

す。 
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